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情報サービス産業における労働者の Sense of Coherence、労働職場要因、精神健康との関連性の検討 
 
【背景】 
健康生成論とは、健康はいかにして回復され保持され増進されるのかという観点から健康要因の解明と支援・

強化を目指す考え方である。その中心概念である Sense of Coherence(以下、SOC)とは、腑に落ちる感覚や筋道

が通っている感覚のことをいう 1)。ストレス対処力概念である SOC の概念が提唱されてから SOC をトピックにした

研究は年々増加している。これらの実証研究は主に SOC を説明変数においた SOC の効果に関する研究がほと

んどである。多くの SOCの効果に関する報告が蓄積する一方、SOCがどの様な要因により規定され、変化するの

かという観点からの研究は極めて限られている。 

 

【目的】 

本研究では、情報サービス産業従事者を対象とし、SOC の変化に影響する労働職場要因を明らかにすること

を目的とした。また、これらの要因が精神健康へ及ぼす影響について縦断的データを用いて検討した。 

 

【方法】 

労働組合協議会を経由し情報サービス産業の企業に質問紙を配布した T１(ベースライン調査)は 2009 年に、 

T２(追跡調査)は 2011 年に行った。T1、T2 両方の質問紙に回答し結合可能であった 142 部を分析対象とした。 

調査項目は、基本属性の他に、精神健康度、ストレス対処力 SOC、労働職場要因として仕事要求度、仕事裁

量度、職場風土をたずねた。また、2 回目の調査の際には追跡期間のうちに経験したライフイベントの有無と東日

本大震災の影響の有無についてたずねた。 

分析方法は基礎集計の他に、SOC の変化に影響する労働職場要因の検討には階層的重回帰分析を行った。

さらに、これらの心身の健康への影響を含めた関連性を検討するために共分散構造分析を行った。 

 

【結果】 

T1平均年齢は 32.28±7.92歳で 74.6%が男性であった。SOCの変化量の平均は－0.90±9.58であった。異動

や昇進・降格等の職場に関するライフイベントの有無でSOCの変化量を比較したが有意差は見られなかった。同

様に東日本大震災の影響の有無で比較したが有意差はなかった。 

SOC の合計点を従属変数とした重回帰分析では、仕事裁量度の変化が職場風土の変化を媒介して SOC の

変化に影響することが示された。SOC の下位項目の変化量ごとに同様の分析を行ったところ、有意味感のみ職

場風土の影響が認められたが、把握可能感と処理可能感は労働職場要因を含めどの変数の影響も認められな

かった。 

次に、労働職場要因と SOC、心身の健康との関連性を共分散構造分析にて検討したところ、職場風土は SOC

を介してのみ精神健康度に影響し、仕事裁量度は直接的に精神健康度に影響を及ぼすことが明らかになった。

仕事要求度の影響は SOC、精神健康度ともに見られなかった。 



 

【考察】 

今回検討した SOC に影響する労働職場要因のうち、重回帰分析及び共分散構造分析ともにもっとも影響が大

きかったのは職場風土であった。海外の先行研究 2, 3)の組織要因が SOC に影響することを示唆した結果を支持

するものと考えられる。特に今回は今まで検討が望まれてきた心理社会的職場特性として職場風土の検討を行っ

たため、SOC 向上に向けた具体的示唆を得ることが出来たと思われる。仕事裁量度・要求度に関しては先行研

究 4, 5)及び横断調査の結果と異なり直接的効果は見られなかったが、一方で本研究と同様に関連がなかったと報

告している先行研究 6)もあるため、さらなる検討が望まれる。 

SOC と精神健康との関連性については先行研究 7)で示されている結果を支持するものであった。職場風土が

精神健康度に対し SOC を介した間接効果のみ有していた点を明らかにしたことは職場環境と精神健康の関連性

を示した先行研究 8)のメカニズム解明の一助となったと考えられる。 

 

【結論】 

本研究は情報サービス産業の労働者を対象とし、SOC、労働職場要因、精神健康の関係について 2年間の追

跡データを用いて検討した。その結果、SOC の変化には職場風土が影響すること、さらに職場風土は SOC を介

して精神健康度に影響することが明らかになった。職場風土の改善は、個人のストレス対処力を高め、さらに精神健

康にも寄与する可能性を示唆した。 
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